
第４回全体研修会「感染症」参加者からの質問に対する回答 

 

【質問 ①サージカルマスクの交換頻度について】 

実際、職員がどの頻度で交換しているかはっきりしておらず、伝えるために正しい知識を教えて下さ

い。施設からマスクの支給はありますが、自分で取りに行き名簿にチェックすることになっています

が、名簿をみるとチェックは個人個人でバラバラで、持って行ってもチェックしていないだけなのかど

うかもわかりません。 

調査するよりも、交換頻度を明確に伝えた方がよいのかなと思っています。 

 

【回答】 

ご質問、ありがとうございます。 

施設で交換頻度を設定されていないのであれば、基準を決めて職員の方々に周知するほうがよい

です。 

本来のマスク着用は、スタンダードプリコーションに則ります。交換のタイミングは以下のとおりです。 

① 入所者(利用者)さんの処置（吸痰や口腔ケア）後 

② 多量の液体に曝露（汚染）した後 

③ インフルエンザやコロナ感染者(飛沫予防策。接触予防策)の居室に入った後  

④ その他のタイミングとしては「マスクが湿った時」には交換する 

マスクの内側が湿るとウィッキング毛細管現象が起こり、水分が生地に吸い込まれることで生地を

通過する空気の流れに対する抵抗が増加します。これによりマスクの周囲に沿って流れる空気の

量が増えマスクと顔の間の密閉性が弱まります。           など 

 

また、感染管理の原則である「持ち込まない」「拡げない」「持ち出さない」タイミングでの交換が求め

られます。実際、しているかと思いますが、自宅から着用してきたマスクは勤務中使用しない、勤務

中に使用したマスクは帰宅時に交換しましょう。本来、マスクや手袋、エプロンなどの個人防護具は、

「湿性生体物質が触れる可能性のある場合に着用する」ためのものです。 

そのため、交換のタイミングや頻度は、施設ごとに検討していただければよいと思いますが、「処置

後は必ず交換する」は、交換のタイミングになるため実施してほしいです。そのほかに、午前（出勤

時）、午後に交換の目安にしてもよいかと思います。 

 

くれぐれも、マスクに触れた後の手指衛生も忘れずに実施しましょう。 

回答は、以上になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【質問 ②手指衛生用のアルコールの携帯について】 

手指衛生用のアルコールを個人持ちにしています（園の方針で） 

手指衛生のポイントで実行しようとすると、携帯するしかないと思いますが、携帯しない職員と携帯

する職員に分かれます。クラスターの時は携帯し、ゴーグルの着用率もいいのですが。 

普段から携帯してもらえる工夫があれば教えてください。 

 

【回答】 

ご質問ありがとうございます。 

手指衛生用のアルコールは、個人もち＝携帯 でよろしいでしょうか・ 

「施設の方針で携帯しましょう」となっているのであれば、強みだと思います。その中でも管理者の

方々から率先して啓発しているのであれば更にいいですが、そうでない場合は管理者の方も巻き込

み取り組まれるといいです。 

携帯に向けて当院では、院内ラウンド時に携帯している人数を病棟毎に調査をして携帯率を発表

しています。看護部は日々言い続けて漸く携帯するようになりましたが、他職種の携帯が浸透しない

ため、管理者から消毒剤を携帯しましょうと全職員向けに案内をしてもらいました。これにより、検査

科や薬剤師などの方々も携帯するようになってきました。 

 

他に方法として提案できることは・・・ 

＊ポスターによる啓発（管理者も参加してもらう）や入所者や家族へも手指衛生に取り組んでま

すとアピールをすることで手指衛生をしないといけない状況を作ることも一つの方法かと思い

ます。 

＊個人の１か月の使用量(使用本数)を出してみる、勤務中は携帯しないといけなくなります。この

方法は、人によっては消毒剤を自分で廃棄し使用してますかのように偽る方もいると聞きます

が、当院は調べています。 

＊携帯をしない職員は、手指衛生の必要性を根本的に理解されていないからしないと思っていま

す。自分たちの手が利用者を守ることになる（また、逆に感染させてしまう可能性がある）ことを

あらためて指導することも必要かと思います。 

 ＊手荒れによりアルコール消毒剤を携帯しないケースがあるかもしれませんが・・・。この点は如何

でしょうか。手荒れ職員への対応、配慮は必要になります。 

 ＊手指衛生のタイミング場面の設定や 1か月の実施回数の設定もしていく事をお奨めします。 

 

最後に、手指消毒剤の携帯することがゴールではなく、手指衛生を実施してもらうことが重要である

ことを理解してもらえていることを前提として回答いたしました。 

出来ている職員の方々を認め褒めてあげてください。そして、賛同してくれる職員を少しずつ増やす

ことです。反発する方は必ずいるため、している職員に目を向けて取り組まれるといいと思います。 

回答は、以上になります。 
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